
調和 しているのか,という問題 も分析されなければな

らないであろう｡

しかし,それは教育の直接的利益あるいは促成的効

果を期待 した場合のことであり,それはそれとして,

開発途上にある東南アジア諸国においては重要なこと

であるが,教育の基本的意義- 著者の言葉を借 りて

言えば, ｢教育はすべての市民の基本的権利であり,

教育を ≠消費財'rとしてそれ 自身のために拡大するこ

とが社会的に望ましいという高速な原理｣- も忘れ

てはならないのではないか｡ 私は, 著者の否定する

｢気楽な主義｣ぐ消費財'rとしての教育を拡大すれば,

≠生産財''としての教育, つまり人的資本-山投資 も

自動的に増大することになり, したがって発展を促進

するであろうという考え)をも擁護 したい｡一見無駄

:こみえる教育も,何らかの意味で,必ず社会的 ･経済

的発展の基礎となることを確信するからである｡

著者は,ラング-ン大学元学長で,現在はオックス

フォー ド大学英連邦研究所のスタッフである｡この論

文は,文章の運びが雑なために,論旨のぼやけている

きらいがある｡なお, 日米フォーラムの1963年 8月号

(23-34ページ)に岡村忠夫氏の邦訳が載 っているが,

必ず しも名訳とは言い難い｡ (高木英明)

｢mou:pan:hlwaJ cau? me khayain

myanma sape phyan. pwa ye:at.in:

1963年12月,pp.317.

東南アジアの研究は,従来のように,専 ら,欧米諸

国の文献にのみ依存 していた状態から, 直接,現地語

の質料を対象とする方向-と,変 って釆つつある｡と

ころで,現地語の資料の内でも,地方出版物は,その

存在が地味なため,一般に見落とされる傾向が強い｡

しかし,東南アジアは,一国の中でも,場所が変われ

ば,住んでいる民族 も異なり,話されている言葉 も違

うのが普通であるか ら,地方文化を反映するものとし

て,地方出版物の存在意義は,無視できない｡この欄

で,非学術的な地方誌を取 りあげた理由も,そこにあ
フ■
/nJ o

mou:pan:hlwaは, 北 シャン州チャウメ郡ビル

マ文学普及協会が出版 している年刊誌である｡地方誌

とはいって も,執筆者は郡内居住者のみに限 られてい

ろのではな く,広 く外郡に開放されているらしく,ウ

- ･ティンマウンや, ル- ドゥ･ウ- ･フラ の よう

に,一流の新聞,雑誌で活躍 している著名人の寄稿 も

みられるOチャウメ町の特集記事は,流石に郷土問題

を扱 っただけあって,読みごたえがあったO行政的に

は,シャンjllに編入されており,歴史的にも,シャン

族藩侯の支配下にあったとはいえ,この町は,古 くか

ら,パ ラウン族によって, その 発展が 支えられてき

た｡この町の経済の中心は,茶である｡ビルマ茶の大

部分は,パ ラウン族によって栽培 されてきたが,チャ

ウメが, 茶の売買によって 成 り立つ 市場町である以

上,その繁栄は,パラウン族と切り離 しては考え られ

ない｡

mou:pan:hlwaは, 全頁, ビルマ語のみである

が,シャン語,パ ラウン語等による各民族の特色を生

かした記事 も,できれば欲 しいと思 う｡私は,昨年,

名古屋大学の茶樹起源に関する学術調査団が持ち帰 っ

た資料の一つで, タウンジー県 ピンラウン郡公安兼行

政委員会から1962年に出版 された ｢煙草,衣,うこ/i

の地域栽培並びに販売法報告書 ｣と題するパ ンフレッ

ト (ビルマ文)に目を通す機会を得たが,これも地方

I'出版物の一つとして,特色豊かな内容をもっていた事

が,記憶に残 っている｡現地語資料の蒐集は,今後,

ますます重要性をまして くると思 うが,首都を中心と

した出版物だけでな く,地方出版物にも,関心を払 う

必要があると思 う｡ (大野 徹)

州AyHJⅥAyHHbyH,H.A.OPJIOBA,E.B.
し■

ny3ⅠイuKI4日,H.M.TAryHOBA:EHPM-

AHCj(HH H3blj(刈ocKBa1963pp.122.

ソ連における東南アジア諸語の研究が,最近急速に

進展 しつつある事は,既に西田龍雄助教授 (東南アジ

ア研究第二号 ｢ヨーロッパにおける東南アジア諸言語

の研究について｣)によって紹介されたが,この度 ｢東

洋及びアフリカ諸外国語｣(只3bIKH3APBE〉KHOrO

BOCTOKA H A¢PHKH)シリーズの-一環 として,

待望久 しい ｢ビルマ語｣が公にされた｡

この木の∃封i, 1964年 3月 10r=l付のビルマ字新聞

｢myanma.alin:｣紙上で紹介 された事があり,私 と

しても多大の期待をもっていたが,ようや く入手でき

たのでとりあげる事にした｡

本書は,全六章から成 り立 っており,その構成は次

の通 りである｡1. 序論 2. 音親論 3. 文字組織

4. 形態論 5. 統辞論 6. 付録｡この内,序論に
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ビルマ語史と方言に関する簡単な記述があるのは,従

来の ｢入門書｣,｢概説書｣にない新 しい行き方として

注目される｡全体としてきわめて要領よ くまとめられ

ており,ビルマ語学習の参考書として,その利用価値

は高い｡

元来,文法書は,その言語を捕えるための ｢網｣の

ようなものであるが,その際,網の目の粗密が問題 と

なる｡いわゆる入門書,概説書として突込み方が不足

なのは止むを得ないが,文法書としての本書の網の目

が粗い点には,やはり不満が残る｡この事は,特に4

と5について言い得る｡

又,ビルマ語史の説明で mye<土>pye:<走る>

に対する古代語形として,夫々 mle,pleという例が

挙げられているが,十二,三世紀頃の碑文には mliy,

pliyという形が残されているのであるから, それを

掲げるべきであろう｡

音韻論は,RobertJones,William Cornyn,R･Ⅰ･

Mcdavid 等アメリカの学者の ｢音素体系｣とは幾分

異なっており, J.A.Stewart,R.K.Sprigg等英国

の学者の体系に近い｡この点では,私達の感 じともよ

く合う｡

ビルマ語は,多音節語の場合,先行音節の末尾音が

有声音であれば,次続音節の語頭子音が有声化し,声

門閉鎖音であれば無声化するのが原則であるが,例文

申, 相当の混乱が 目につ くのは遺憾である｡ Allo-

phoneや,Allomorpheの概念が陛味なためであろうo

十七貢にある子音の内,苛は Cの allo-phoneとし

て取扱 うのが妥当と思 う｡

巻末の文献目録は,役に立つ｡但 し,日本語による

唯一の参考書として,五十嵐智昭 ｢ビルマ語文法｣が

とりあげられているけれども, これは Judson｢A

GrammaroftheBnrmeselanguage｣の翻訳に

すぎず,独創性や実用価値の点からいえば,原田正春

｢ビルマ語入門｣1958の方が,はるかに優れている｡

(大野 徹)

S.V.Nievyerob,U:MaunMaunj〇myan

ma-ru.Usa:gaga:PyD:Saou?Moscow 1961

pp.327.

本書は,はしがきにおいて著者が述べているように

rロシア語を知 らないビルマ人がソ連を訪れる場合に

使 ってもらう｣事を意図して作成されたポケット版の

ロシア語日常会話書である｡

始めに,ロシア文字とその発音の説明があり,次い

で本論となっている｡本論は,一般編と具体編とに大

別され,前者には,挨拶,感謝,要求,同意,拒否,

失望等14の簡単な表現の型と, 気候, 月日, 時間,

数,金銭,色等に関する単語が例示されており,後者

には, 1. 市中 2. 交通 3. 買物 4. 娯楽

5. 治療 6. 工場 7.集団農場 8.保養 9.ス

ポーツ 10･新聞雑誌 11･′ラジオ ･テレビ 12･税

関というように,実際の場において話されると想像さ

れる会話の例が掲げられている｡

これだけ見れば,一応便利な,会話書として有益な

本だという印象を受けるが,現実にその利用価値がど

の程度あるのかは疑わしい｡いわゆる ｢二言語対訳｣

会話書の欠陥が,この本にもはっきりと表われていて,

いかなる外国語を学ぶ場合にも,初心者にとっての速

成法はあり得ないという事を感 じさせる｡ しかし,こ

の本も使いようによっては,その価値を充分に発揮 し

得る｡ 例えば,NativeSpeakerの指導, 或いは,

テープレコーダーの利用等によって反復練習を重ねる

ならば,相当な効果を期待する事ができるし,又,ロ

シア語の基礎を一通 り学んだ後で用いるとすれば,そ

の実用的価値が一層高まる事は疑いない｡

ポケット版会話書として止むを得ないとは思 うが,

発音の説明にビルマ文字が用いられている事は感心で

きない｡元来,ビルマ語とは音韻体系の異なるロシア

語を,ビルマ文字で表記する事 自体が,既に無理であ

る｡そのため,ビルマ語にはない音を表わすのに相当

苦労 したらしい跡が認められる｡例えば,ロシア文字

Ilに対するビルマ文字 ta-sE の二文字重ね表記等｡

且て私は,どうしても日本語のツを発音できないビル

マ人に,ビルマ文字 ta-su 二文字の Super-script

を用いて説明した経験がある｡ビルマ語では,二音節

語の第-音節の母音が中古母音 [∂] に変る傾向が強

く,極端な場合には,母音が脱落 して了う事さえある｡

この事から,ロシア文字 uに対するビルマ文字 ta-sE

の super-scriptは,効果的と言えよう｡

(大野 徹)
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